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このたびは、弊社コードレスストレートグラインダーをお買い求めいただき、誠にありがとうご
ざいます。
●	ご使用になる前に、この『取扱説明書』をよくお読みになり、正しくお使いください。
●	お読みになった後は、この『取扱説明書』を大切に保管してください。わからないことが起
きたときは、必ず読み返してください。

●	充電については、『充電器の取扱説明書』を併せてお読みください。

取扱説明書

GGS18V-28LS
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用途
適切な先端工具を使用することで、以下の用
途に使用できます。
◆	金属の研削・研磨・バリ取り

記号について
警告銘板、電動工具、取扱説明書には下記の
記号が表示されています。
記号の意味を十分理解して電動工具を使用
してください。
記号の正しい解釈は、商品をより安全な方法
で使用するために役立ちます。

注意してください

けがのリスクを軽減するために取
扱説明書をお読みください

ご使用前に取扱説明書を必ずよ
くお読みください

ビニール袋は窒息の危険があり
ます
この袋は赤ちゃんや子どもから
遠ざけてください

リサイクル識別表示マーク（リチ
ウムイオンバッテリー）

リサイクル識別表示マーク（紙製
容器包装）

リサイクル識別表示マーク（プラ
スチック製容器包装）

直流

警告表示の区分
ご使用上の注意事項は、危険、警告、注意に区
分していますが、それぞれ次の意味を表わし
ます。

⚠危険
◆	誤った取り扱いをしたときに、使用者が死
亡または重傷を負う可能性が大きい内容
のご注意。

⚠警告
◆	誤った取り扱いをしたときに、使用者が死
亡または重傷を負う可能性が想定される
内容のご注意。

⚠注意
◆	誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷
害を負う可能性が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容の
ご注意。

なお、注意に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載し
ていますので、必ず守ってください。

安全規則
一般安全規則

⚠警告
取扱説明書の内容すべてをよくお読みくださ
い。
下記に記載した指示に従わなかった場合は、
感電、火災、重傷を招く恐れがあります。
下記に記載したすべての警告における“電動
工具”という用語は、電源式（コード付き）電動
工具または、電池式（コードレス）電動工具を
示します。
次の事項を順守してください。

a)	作業場
1)	作業場は整理整頓し、十分な照明を保って
ください。散らかった暗い場所は、事故の
原因になります。

2)	爆発を引き起こす恐れのある可燃性液体、
ガスまたは粉じんがある場所では、電動工
具を使用しないでください。�  
電動工具は、粉じんまたはヒュームを発火
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させる恐れがある火花を発生する場合が
あります。

3)	電動工具の使用中は、子供および第三者
を近づけないでください。注意が散漫にな
り、操作に集中できなくなることがありま
す。

b)	電気的安全性
1)	電動工具の電源プラグは、電源コンセント
に合ったものを使用してください。電源プ
ラグの改造は、絶対に行わないでくださ
い。アダプタプラグを接地した電動工具と
一緒に使用しないでください。�  
改造していない電源プラグおよびそれに
対応するコンセントを使用すれば、感電す
る危険が低減されます。

2)	パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫な
ど、接地処理された媒体と身体が接触する
のを避けてください。�  
身体が接触すると、感電する危険が増大し
ます。

屋外で使用する際には、3)～5)の注意が必要
です。
3)	電動工具、バッテリーは、雨ざらしにしたり、
湿気のある状態にさらしたりしないでくだ
さい。水が入ると、感電する危険が増大し
ます。

4)	電源コードは乱暴に扱わないでください。
コードを使って電動工具を運んだり、コード
を引っ張ったり、コードを引っ張って電源コ
ンセントから抜いたりしないでください。
また、コードを熱、油、角のとがった場所、ま
た可動部に近づけないでください。コード
が損傷したりもつれたりしていると、感電
する危険が増大します。

5)	電動工具を屋外で使用するときは、屋外使
用に合った延長コードを使用してください。
屋外使用に合った延長コードを使用すれ
ば、感電する危険が低減されます。

c)	人的安全性
1)	電動工具の使用中は、油断せず、いま自分
が何をしているかに注意し、常識を働かせ
てください。疲労していたり、薬・アルコー
ルを服用していたりするときには、電動工
具を使用しないでください。電動工具使用
中に一瞬でも注意力が低下すると、重大な
けがをする危険があります。

2)	安全保護具を着用してください。常に保護
めがねを着用してください。防じんマスク、

滑り止め付き安全靴、ヘルメット、耳栓など
の安全保護具を適切に着用することで、傷
害事故が低減されます。

3)	意図せず作動開始しないよう、気をつけ
てください。電源プラグを電源コンセン
トに差し込む前に、必ずスイッチが“切”に
なっていることを確認してください。指を
スイッチに掛けて電動工具を運んだり、ス
イッチが“入”になっている状態で電動工
具の電源プラグを電源コンセントに差し込
むと、事故の原因になります。

4)	電動工具の電源を入れる前に、調節キーや
レンチなどは、必ず取り外してください。電
動工具の回転部に調節キーやレンチを付
けたままにしておくと、人的傷害の原因に
なります。

5)	無理な姿勢で作業をしないでください。常
に足元をしっかりさせ、バランスを保つよ
うにしてください。これにより、予期せぬ状
況でも電動工具をより適切に操作するこ
とができます。

6)	きちんとした服装で作業してください。だ
ぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具
は着用しないでください。髪、衣服、手袋
を、電動工具の回転部に近づけないでくだ
さい。だぶだぶの衣服やネックレスなどの
装身具、長髪は、回転部に巻き込まれる恐
れがあります。

7)	集じん装置が接続できるものは、適切に使
用されていることを確認してください。集
じん機などを使用することで、粉じんに関
係する危険を低減することができます。

d)	電動工具の使用および手入れ
1)	電動工具を、無理に使用しないでくださ
い。目的に合った電動工具を使用してくだ
さい。より適切、安全に作業ができます。

2)	スイッチで始動、および停止操作のできな
い電動工具は、使用しないでください。ス
イッチで制御できない電動工具は危険で
す。修理を依頼してください。

3)	調整・付属品の交換・保管をするときは、必
ず電動工具の電源プラグを電源コンセン
トから抜くか、電動工具からバッテリーを取
り外してください。このような予防的安全
手段により、不意の作動によるけがの発生
が軽減されます。

4)	電動工具を使用しないときは、子供の手の
届かない場所に保管してください。また、
電動工具の取り扱いに不慣れな人や取扱
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説明書の内容を理解していない人には操
作させないでください。電動工具を扱いな
れていない人に渡すと、危険です。

5)	電動工具の保守を行ってください。電動工
具の動きに影響を及ぼす恐れのある可動
部分の心ずれや結合、各部品の損傷やそ
の他の状態をチェックしてください。異常
があった場合は使用せず、修理をご依頼く
ださい。�  
多くの事故は、点検作業を怠ったことが原
因となっています。

6)	先端工具は鋭利で清潔な状態を保ってく
ださい。先端工具を適切に手入れし、鋭利
な状態を保っておけば、作業の円滑さを失
うことなく、能率よく作業できます。

7)	電動工具、付属品、アタッチメント、先端工
具などは、作業条件および作業内容を考
慮して、それらの取扱説明書に従って、使
う電動工具に合うように使用してくださ
い。�  
電動工具を意図した作業と異なる作業に
使用すると、危険な状況になることがあり
ます。

8)	電動工具は、25℃での使用を前提として
いますが、時折、35℃になることも想定し
ています。

e)	コードレス電動工具の使用および手入れ
1)	電動工具にバッテリーを挿入する前に、ス
イッチが“切”になっていることを確認して
ください。スイッチが“入”になっている状
態でバッテリーを差し込むと、事故の原因
になります。

2)	弊社が指定した充電器だけで再充電して
ください。バッテリーに適さない充電器を
用いると、火災の危険があります。

3)	電動工具は、指定された専用のバッテリー
のみを使用してください。指定外のバッテ
リーを使用すると、人的被害および火災を
もたらす恐れがあります。

4)	バッテリーを使用しないときは、クリップ、
硬貨、鍵、釘、ネジなど、バッテリー端子を
短絡させる恐れのある金属物から離して
ください。バッテリー端子の短絡によって、
やけどまたは火災をもたらす恐れがあり
ます。

5)	過酷な条件のもとでは、バッテリーから液
漏れが発生する場合があります。直接触れ
ないでください。誤って触れた場合は、水
で洗い流してください。バッテリーの液が

目に入った場合は、医師の診察を受けてく
ださい。バッテリーから漏れた液体は、炎症
ややけどをもたらす恐れがあります。

f)	整備
電動工具の整備は、資格をもつ修理要員が純
正の交換部品だけを用いて行ってください。
これにより、電動工具の安全性を維持するこ
とができます。

g)	その他
1)	この電動工具は、安全に責任を負う人の監
視または指示がない限り、補助を必要とす
る人（子供を含む）が単独で使用しないで
ください。

2)	電動工具および本取扱説明書に使用され
ている記号の意味については、「記号につ
いて」を参照してください。

研削、研磨、ワイヤーブラシ研磨、つ
や出しまたは砥石切断作業に共通
の安全警告

⚠警告
a)	この電動工具は、グラインダー、サンダー、
ワイヤーブラシ、砥石切断工具として機能
するように意図されています。この電動工
具とともに提供される全ての安全警告、取
扱説明書、図解および仕様書をお読みくだ
さい。次に列挙する全ての指示に従わな
かった場合、感電、火災、大けがの原因とな
ることがあります。

b)	弊社が、特に設計し、推奨している以外の
先端工具は使用しないでください。単に電
動工具に取り付けることができるというこ
とだけでは、先端工具は安全に作業できま
せん。

c)	先端工具は、定格速度が電動工具に表示
されている最高速度以上のものを取り付
けてください。電動工具の最高速度より遅
い定格速度の先端工具は、破損し、飛び散
ることがあります。

d)	先端工具は、外径および厚さが電動工具
の能力定格内のものを取り付けてくださ
い。正しくないサイズの先端工具は、適切
に防護または制御することができません。

e)	砥石、フランジ、固定ナット、その他の先端
工具は、取り付け穴径が、電動工具のスピ
ンドルに適合しているものを使用してくだ
さい。電動工具の取り付け金具に合わない
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取り付け穴を持つ先端工具は、平衡を失
い、過剰に振動し、また、制御の喪失をもた
らすことがあります。

f)	破損した先端工具は使用しないでくださ
い。それぞれの使用の前に、砥石の欠けま
たはひび割れ、ワイヤーブラシのワイヤー
の緩みまたは亀裂など、先端工具を点検し
てください。電動工具または先端工具を落
とした場合は、損傷していないことを点検
するか損傷していない先端工具を取り付
けてください。先端工具を点検し、取り付
けた後は、回転している先端工具の面から
離れ、周囲の人を遠ざけ、最高無負荷速度
で電動工具を1分間運転してください。損
傷した先端工具は通常、この運転中に破損
して飛び散ります。

g)	作業者用保護具を着用してください。用途
によっては、フェースシールド、安全ゴーグ
ルまたは安全めがねを用いてください。適
宜、砥石または加工品の小さな破片を遮
断することができる防じんマスク、聴覚保
護具、手袋および作業用エプロンを着用し
てください。目の防護は、様々な作業で発
生する飛散破片を止めることができなけ
ればなりません。防じんマスクまたは呼吸
マスクは、作業で発生する粒子をろ過でき
なければなりません。高いレベルの騒音へ
の長時間の暴露は、聴覚喪失をもたらすこ
とがあります。

h)	周囲の人を作業領域から安全な距離に離
してください。作業領域に入る者は、作業
者用保護具を着用しなければなりません。
加工品または破損した先端工具の破片が
飛び散って、作業領域周辺を越えてけがを
もたらすことがあります。

i)	 切断用先端工具が、隠れた配線または電
動工具自身のコードと接触することがある
作業を実施するときは、絶縁されたグリッ
プ面だけで電動工具を保持してください。
切断用先端工具が通電している配線と接
触することによって電動工具の露出金属
部は電気的充電部となり、作業者に電撃を
与えることがあります。

j)	 コードは、回転している先端工具から離し
ておいてください。制御を失った場合、コー
ドが切断されたり引っ掛かったりして、手ま
たは腕が回転している先端工具に引き込
まれることがあります。

k)	先端工具が完全に停止するまでは、電動

工具を下に置かないでください。回転して
いる先端工具が表面に引っ掛かって、電動
工具の制御を失わせることがあります。

l)	 電動工具を身体の横に持っている間は、運
転しないでください。回転している先端工
具との不測の接触で着衣が引っ掛かり、回
転している先端工具を身体に引き込む恐
れがあります。

m)	電動工具の空気口は定期的に掃除してく
ださい。モーターのファンは、粉じんをハウ
ジングの内側に引き込み、粉末金属の過
剰な蓄積は電気的な危険をもたらすこと
があります。

n)	可燃性物質の近くでは、電動工具を運転し
ないでください。火花で、これらの物質を
発火させることがあります。

o)	冷却液が必要な先端工具は使用しないで
ください。水、その他の冷却液を使用する
と、感電死または電撃がもたらされること
があります。

キックバックおよび関連警告

⚠警告
キックバックとは、挟まったり引っ掛かったり
したときの、砥石、固定ナット、ブラシ、その
他の先端工具の突然の反動です。挟まったり
引っ掛かったりすると、先端工具は急停止し、
このために無制御になった電動工具は、その
拘束時点における先端工具の回転と反対方
向へ押しやられます。
例えば、砥石が材料に挟まったり引っ掛かった
りした場合、挟まった点に進入する砥石の端
は、材料の表面を掘り進み、砥石が材料から
せり上がったり、跳ね上がったりすることがあ
ります。
砥石は、挟まった時点の砥石の運動方向に
よって、作業者の方向またはその反対方向へ
飛びます。これらの条件下では、砥石が破損
することもあります。
キックバックは、電動工具の誤使用や誤った
作業手順、作業状態の結果であり、次に示す
適切な事前の措置を講じることによって回避
することができます。
a)	電動工具をしっかり握り、身体および腕を
キックバック力に耐えるように構えてくだ
さい。作業中のキックバックまたはトルク
反動に対する最大の制御のために補助ハ
ンドルが備わっている場合は、これを常に
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使用してください。適切な事前の措置を講
じておけば、トルク反動やキックバック力
は作業者によって制御することができま
す。

b)	手は、絶対に回転先端工具の近くに置かな
いでください。先端工具が手の上にキック
バックすることがあります。

c)	キックバックが発生したときに電動工具が
進む領域に身体を置かないでください。
キックバックは、引っ掛かった時点の砥石
の運動と反対の方向へ電動工具を進めま
す。

d)	コーナーや鋭いエッジなどを加工するとき
は、特に注意してください。先端工具が跳
ねたり引っ掛かったりすることを防止して
ください。コーナーや鋭いエッジなどを加
工するとき、または飛び跳ねは、先端工具
を引っ掛けて、制御不能またはキックバッ
クを引き起こす傾向があります。

e)	チェーンソーなど歯のある先端工具を取り
付けないでください。
◆	歯のある先端工具は、頻繁にキックバッ
クと制御不能をもたらします。

研削および砥石切断作業に固有の
安全警告

⚠警告
a)	電動工具に推奨されている砥石タイプ、お
よび選択した砥石用に設計された特定の
保護カバーだけを使用してください。電動
工具の設計対象とされていない砥石は、
適切に防護することができず、危険です。

b)	保護カバーは電動工具にしっかりと固定し
て、最大限の安全のために配置し、作業者
の方向には最小限の砥石しか露出しない
ようにしてください。保護カバーは、破損
した砥石の破片および砥石との不測の接
触から、作業者を保護する手助けとなりま
す。

c)	砥石は、推奨された用途だけに使用してく
ださい。例えば、切断砥石の側面で研削し
ないでください。切断砥石は砥石の円周で
研削することを意図したもので、砥石に横
方向の力を加えると、砥石を粉砕する恐れ
があります。

d)	常に、使用する砥石に対応する適正なサイ
ズおよび形状の、破損していないフランジ
を使用してください。適切なフランジは砥

石を保持し、砥石破損の可能性を減少さ
せます。切断砥石用のフランジは、研削砥
石用のフランジと異なる場合があります。

e)	大型の電動工具用の、摩耗した砥石を使
用しないでください。大型の電動工具用の
砥石は、小型の電動工具の速い速度には
適切ではなく、破裂する恐れがあります。

砥石切断作業に固有の追加の安全
警告

⚠警告
a)	切断砥石をかみ込ませたり、過剰な圧力
を掛けたりしないでください。過剰な切断
深さを得ようとしないでください。砥石に
過剰な圧力を加えると、切断時に負荷が掛
かったり砥石がねじれたり、さらに挟み込
みが起きやすくなったり、キックバックまた
は砥石破損がおきたりする可能性が増大
します。

b)	回転している砥石の一直線上、または、後
方に身体を置かないでください。身体から
砥石が離れていく向きに操作していると
き、キックバックが起こると、回転している
砥石および電動工具が身体に直接向かっ
て進むことがあります。

c)	切断中に砥石が挟み込まれた場合、また
は何らかの理由で切断を中断した場合は、
スイッチを“切”にし、砥石の回転が完全に
停止するまで電動工具を材料の中で動か
ないように保持してください。切断砥石が
回転している間は、決して材料から外そう
としたりしないでください。そうしないと、
キックバックが発生することがあります。
砥石の挟み込みの原因を調べ、原因を排
除するための是正措置を講じてください。

d)	材料の中で切断作業を再始動しないでく
ださい。再始動するときは、砥石が最高回
転に到達するのを待って、注意しながら切
り口に砥石を入れてください。電動工具を
材料内で再始動すると、砥石が挟み込ま
れたり、砥石が材料からせり上がったり、
キックバックを引き起こしたりすることが
あります。

e)	パネルまたは特大の材料は、砥石の挟み
込みやキックバックのリスクが最小限に
なるように支持してください。大きな材料
は、質量でたわむ傾向があります。切断線
の近くとパネルの端の近くの下に支持台



GGS18V-28LS 2026/03/24 08:27:41

148×210mm

9

を置いてください。
f)	既存の壁、その他の見えない部分に“ポ
ケットカット”を行うときは、特に注意してく
ださい。壁面の裏側に出た砥石が、ガス管
や水管、電気配線、キックバックを引き起こ
す原因となり得るものを切断する恐れが
あります。

研磨作業に固有の安全警告

⚠警告
a)	大きすぎるサンディングディスクを使用し
ないでください。サンディングディスクを
選択するときは、弊社の推奨事項に従って
ください。サンディングラバーパッドのサイ
ズを超える大きさのサンディングディスク
は、けがをしたり、引っ掛かったり、サンディ
ングディスクがちぎれたり、キックバック
を引き起こしたりする原因となります。

ワイヤーブラシ研磨作業に固有の
安全警告

⚠警告
a)	通常の作業中であっても、ワイヤーブラシ
のワイヤーが抜け落ちることがあるので
注意してください。ワイヤーブラシに過剰
な負荷を加えて、ワイヤーに過大な応力を
与えないでください。ワイヤーブラシのワ
イヤーは、薄い衣服を貫通し、皮膚に突き
刺さります。

b)	ワイヤーブラシ研磨に保護カバーを使用
する場合は、保護カバーにワイヤーホイー
ルやワイヤーブラシが当たらないようにし
てください。ワイヤーホイールやワイヤー
ブラシは、作業時の負荷や遠心力によって
直径が拡大することがあります。

安全上のご注意
◆	火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐ
ため、ご使用前に、この『安全上のご注意』
すべてをよくお読みのうえ、指示に従って
正しく使用してください。

◆	お読みになった後は、ご使用になる方がい
つでも見られる所に必ず保管してくださ
い。

◆	他の人に貸し出す場合は、一緒に取扱説明
書もお渡しください。

コードレス電動工具全般について
の注意事項
ここでは、コードレス電動工具全般の『安全上
のご注意』について説明します。

⚠危険
●	ボッシュ専用の充電式バッテリー以外を
使用しないでください。

◆	この取扱説明書に記載されているバッテ
リー以外は充電しないでください。

◆	改造したバッテリー（分解して、セルなどの
内蔵部品を交換したバッテリーを含む）を
使用しないでください。�  
電動工具の性能や安全性を損なう恐れが
あり、けがや故障、発煙、発火などにつなが
ります。

●	バッテリーを火中に投入したり、加熱した
りしないでください。

●	バッテリーに釘を刺したり、衝撃を与えた
りしないでください。

◆	内部で短絡してバッテリーが焼けたり、煙
を出したり、破裂、オーバーヒートする恐れ
があります。

●	バッテリーの端子部を金属などに接触さ
せないでください。

◆	バッテリーを金属と一緒に工具箱や釘袋な
どに保管しないでください。

●	電動工具やバッテリーを火のそばや炎天
下などの高温の場所で充電・使用・保管・
放置しないでください。

◆	発熱・発火・破裂・バッテリーの液漏れの恐
れがあります。

●	専用の充電器以外では、充電しないでく
ださい。

◆	他の充電器でバッテリーを充電しないでく
ださい。�  
バッテリーの液漏れや発熱、破裂の恐れが
あります。

●	バッテリーを分解したり、改造したりしな
いでください。

◆	短絡の恐れがあります。

●	バッテリーを水のような導電体に浸さな
いでください。�  
また、バッテリー内部に水のような導電体
を浸入させないでください。

◆	発熱、発火、破裂の恐れがあります。
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⚠警告
●	正しく充電してください。
◆	バッテリーは、取扱説明書の指示に従って
充電してください。

◆	充電器は、定格表示してある電源で使用し
てください。直流電源やエンジン発電機で
は、使用しないでください。

◆	仕様に記載されている推奨充電周囲温度
範囲外で、バッテリーを充電しないでくだ
さい。

◆	バッテリーは、換気の良い場所で充電して
ください。充電中、バッテリーや充電器を布
などで覆わないでください。

◆	充電器を使用しない場合は、電源プラグを
電源コンセントから抜いてください。

◆	不適切に充電したり、指定された範囲外の
温度で充電すると、バッテリーが破損した
り、火災が発生したりする恐れがあります。

●	充電器のコードを乱暴に扱わないでくだ
さい。

◆	コードが踏まれたり、引っかけられたり、無
理な力を受けて損傷することがないよう
に充電する場所に注意してください。

●	充電器のコードは定期的に点検し、損傷
している場合は、お買い求めの販売店ま
たはボッシュ電動工具サービスセンター
に点検・修理を依頼してください。

●	延長コードを使用する場合は、定期的に
点検し、損傷している場合は交換してく
ださい。

●	感電に注意してください。
◆	ぬれた手で電源プラグに触れないでくだ
さい。

●	使用時間が極端に短くなったバッテリー
は使用しないでください。

●	ご使用済みのバッテリーは、一般家庭ゴミ
として捨てないでください。�  
捨てられたバッテリーが、ゴミ収集車内な
どで破壊されてショートし、発火・発煙す
る恐れがあります。

●	充電式でないバッテリー（マンガン乾電池
等）は、充電しないでください。

●	フル充電されたバッテリーを複数個続け
て使用する作業では、電動工具が冷める
ための時間を設けてください。

◆	複数個による連続作業は、電動工具に支

障をきたすばかりでなく、電動工具の温度
を上昇させて低温やけどをする恐れがあ
ります。

●	損傷したバッテリーを使用したり、不適
切な使い方をしたりしないでください。
バッテリーから蒸気が発生する場合があ
ります。�  
蒸気が発生したときは、直ちに周囲を換
気し、医者の診断を受けてください。

◆	蒸気は呼吸器を刺激する恐れがあります。

●	目的に合った電動工具を使用してくださ
い。電動工具に無理な力を加えないでく
ださい。�  
適切な電動工具を使用することで、より
効率的、かつ安全に作業することができ
ます。

◆	小型の電動工具やアタッチメントは、大型
の電動工具で行う作業には使用しないで
ください。

◆	指定された用途以外に使用しないでくだ
さい。

●	この取扱説明書、およびボッシュカタログ
に記載されているアクセサリー以外は使
用しないでください。

◆	指定されたアクセサリー以外は、取り付け
られたとしても安全に作業できない恐れ
があります。

●	電動工具、付属品、アタッチメント、先端
工具などは、作業条件および作業内容を
考慮し、取扱説明書に従って使用してく
ださい。�  
電動工具を意図した作業と異なる作業に
使用すると、危険な状況になることがあ
ります。

●	電動工具の取り扱いに不慣れな人や取扱
説明書の内容を理解していない人には操
作させないでください。電動工具を扱い
なれていない人に渡すと、危険です。

●	電動工具の点検を行ってください。電動
工具の動きに影響を及ぼす恐れのある可
動部分の心ずれや結合、各部品の損傷や
その他の状態をチェックしてください。異
常があった場合は使用せず、修理をご依
頼ください。

◆	点検作業を怠ると、事故につながる恐れが
あります。

●	加工するものをしっかりと固定してくだ
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さい。
◆	加工するものを固定するために、クランプ
や万力などを利用してください。�  
手で保持するより安全で、両手で電動工具
を使用できます。

●	作業領域に電線管や水道管、ガス管など
が埋設されていないか、適切な探知器で
十分確認するか、公益事業者へ連絡をし
て、助言を求めてください。

◆	埋設物があると、先端工具が触れたとき事
故につながる恐れがあります。�  
電気配線との接触は、発火や感電につな
がる恐れがあります。�  
ガス配管の損傷は、爆発につながる恐れ
があります。�  
水配管の貫通は、器物破損につながる恐
れがあります。

●	雨中での作業は行わないでください。ま
た、電動工具を雨ざらしにしたり、ぬれた
場所に置いたりしないでください。

◆	バッテリーが発煙、発火、破裂する恐れが
あります。

●	鉛コーティングしてある作業材料やある
種の木材、鉱物や金属への作業から出る
ホコリやクズなどによっては、健康に悪
影響を与えたり、アレルギー反応を引き
起こしたりするものがあり、呼吸器の感
染症やガンなどの原因となる恐れがあり
ます。

●	先端工具が埋設された配線などに接触す
る恐れがある場合、電動工具の絶縁され
た握り部を持って作業を行ってください。

◆	絶縁部分を持っていないと、先端工具が通
電している配線に接触して、電動工具の金
属部に通電した場合、作業者が感電する恐
れがあります。�  
絶縁部分で保持していると、感電する危険
が低くなります。

●	防音保護具を着用してください。
◆	騒音の大きい作業では、耳栓、耳覆い（イ
ヤマフ）などの防音保護具を着用してくだ
さい。

●	きちんとした服装で作業してください。
◆	だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身
具は、回転部に巻き込まれる恐れがあるの
で、着用しないでください。

◆	屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り

止めのついた履物の使用をお勧めします。
◆	長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆って
ください。

●	油断しないで十分注意して作業を行って
ください。

◆	電動工具を使用する場合は、取り扱い方
法、作業の仕方、周りの状況など十分注意
して慎重に作業してください。

◆	常識を働かせてください。
◆	疲れている場合は、使用しないでくださ
い。

●	電動工具にバッテリーを取り付けたり取
り外したりするときは、スイッチが“切”に
なっていることを確認してください。

◆	スイッチが“入”になっている状態でバッテ
リーを取り付けたり取り外したりすると、事
故につながる恐れがあります。

●	先端工具は鋭利で清潔な状態を保ってく
ださい。先端工具を適切に手入れし、鋭利
な状態を保っておけば、作業の円滑さを
失うことなく、能率よく作業できます。

●	スイッチで始動、および停止操作のでき
ない電動工具は、使用しないでください。
スイッチで制御できない電動工具は危険
です。�  
修理を依頼してください。

●	作業中に電動工具の調子が悪くなった
り、異常音がしたりしたときは、直ちにス
イッチを切ってください。使用を中止し、
お買い求めの販売店またはボッシュ電動
工具サービスセンターに点検・修理を依
頼してください。

◆	そのまま使用していると、事故につながる
恐れがあります。

●	無理して使用しないでください。
◆	安全に能率よく作業するために、電動工具
の能力に合った速さで作業してください。

◆	モーターがロックするような無理な使い方
はしないでください。

●	次の場合は、電動工具のスイッチを切り、
電動工具からバッテリーを取り外してく
ださい。

・	使用しない、または修理する場合。
・	刃物、砥石、ビットなどの付属品を交換する
場合。
・	その他危険が予想される場合。
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●	誤って落としたり、ぶつけたりしたとき
は、電動工具や先端工具、付属品などに破
損や亀裂、変形がないことをよく点検し
てください。

◆	破損や亀裂、変形があると、事故につなが
る恐れがあります。

●	作業場で粉じんの堆積は避けてくださ
い。

◆	容易に発火する恐れがあります。

●	定期的に電動工具の通気口を清掃してく
ださい。

◆	通気口にほこりなどが蓄積されると、故障
や事故につながる恐れがあります。

●	握り部は乾燥させ、油やグリースが付着
していない状態を保ってください。

◆	握り部が滑りやすいと、電動工具を確実に
コントロールすることができず、けがや事
故につながる恐れがあります。

●	アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作
業含む）で使用しないでください。

◆	アスベストは、人体に肺がんなどの重大な
健康被害を発生させる物質です。

◆	アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作業
含む）で使用した電動工具の保守・点検・
修理は受け付けできません。

●	電動工具を火のそばや、高温の場所に置
かないでください。

◆	爆発の恐れがあります。

●	注油や付属品の交換は、取扱説明書に
従ってください。

●	損傷した部品がないか点検してくださ
い。

◆	使用前に、保護カバーやその他の部品に
損傷がないか十分点検し、正常に作動する
か、また所定機能を発揮するか確認してく
ださい。

◆	可動部分の位置調整、および締め付け状
態、部品の破損、取り付け状態、その他運転
に影響を及ぼすすべての個所に異常がな
いか確認してください。

◆	電源プラグやコードが損傷した充電器や、
落としたり、何らかの損傷を受けた充電器
は使用しないでください。

◆	破損した保護カバー、その他の部品交換や
修理は、取扱説明書の指示に従ってくださ
い。�  
取扱説明書に指示されていない場合は、

お買い求めの販売店、またはボッシュ電動
工具サービスセンターに修理を依頼してく
ださい。

●	使用しない場合は、きちんと保管してく
ださい。

◆	乾燥した場所で、子供の手の届かない安
全な所、または鍵のかかる所に保管してく
ださい。

◆	電動工具やバッテリーを、温度が50℃以上
に上がる可能性のある場所（金属の箱や
夏の車内など）に保管しないでください。

●	安全上のご注意は、必ず守ってください。
◆	電動工具の取り扱いに慣れると、安全の注
意事項厳守を怠りがちです。電動工具操作
中に、一瞬でも注意力が低下すると、重大
なけがをする恐れがあります。

●	電動工具の修理は、専門店に依頼してく
ださい。

◆	サービスマン以外の人は電動工具、充電
器、バッテリーを分解したり、修理・改造は
行わないでください。

◆	損傷したり、改造した電動工具やバッテ
リーを使用すると、予想外の動きをして、電
動工具をコントロールできなくなります。

◆	この電動工具は、該当する安全規格に適合
しているので改造しないでください。

◆	修理の知識や技術のない方が修理する
と、十分な性能を発揮しないだけでなく、
事故やけがにつながる恐れがあります。

●	この電動工具は、安全に責任を負う人の
監視または指示がない限り、補助を必要
とする人（子供を含む）が単独で使用しな
いでください。

◆	この電動工具で遊ぶことがないように、子
供を監視することが望ましい。

●	搬送について
内蔵のリチウムイオンバッテリーは危険物法
令条件に該当しますが、お客様自身で陸送さ
れる場合はそれ以上の制約はありません。
第三者が運搬する場合（例えば空輸あるいは
代理店経由）、特別な梱包とラベルの明記が
必要です。出荷準備をされる際、有害物質取
り扱いの専門家に相談してください。

⚠注意
●	先端工具や付属品は、取扱説明書に従っ
て確実に取り付けてください。
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◆	確実でないと外れたりし、けがをする恐れ
があります。

●	高所作業のときは、下に人がいないこと
をよく確かめてください。

◆	材料や電動工具などを落としたときなど、
事故につながる恐れがあります。

この取扱説明書は、大切に保管してくださ
い。

ストレートグラインダーについて
の注意事項
コードレス電動工具全般の『安全上のご注意』
について、前項では説明しました。
ここでは、ストレートグラインダーをお使いに
なるうえで、さらに守っていただきたい注意
事項について説明します。

⚠警告
●	本機は、サンディング、ワイヤーブラッシ
ング、切断には適していません。

◆	電動工具の設計上で想定されていない作
業を行うと、危険が発生し、けがをする恐
れがあります。

●	先端工具は、定格速度が電動工具に表示
されている最高速度以上のものを取り付
けてください。

◆	電動工具の最高速度より遅い定格速度の
先端工具は、回転中に破損し、飛び散る恐
れがあります。

●	スピンドルやコレットのサイズに合った
先端工具を使用してください。

◆	サイズが合っていないとバランスが取れ
ず、過度に振動して電動工具をコントロー
ルできなくなる恐れがあります。

●	使用する先端工具に適したサイズと形
の、損傷がないマンドレルを使用してく
ださい。

◆	適したマンドレルは、先端工具の破損を防
ぎます。

●	作業前に、先端工具を点検し、亀裂、引き
裂き、摩耗、緩みなどの破損がないことを
確認してください。�  
破損した先端工具は使用しないでくださ
い。

◆	異常があると、砥石が破壊し、けがをする
恐れがあります。先端工具が損傷している

場合は、損傷していない先端工具と交換し
てください。

◆	作業に入る前に、電動工具を身体から離し
た位置で持ち、最高速度で約1分間無負
荷運転してください。無負荷運転するとき
は、周りに人がいないことを確認しから作
動させてください。�  
点検時に損傷していないように見えても、
実際に損傷していた場合、この作動により
損傷がわかります。損傷した先端工具は通
常、この運転中に破損して飛び散ります。

●	砥石、サンディングベルトなどの先端工
具や、先端工具を取り付けたマンドレル
は、コレットに完全に挿入してください。

◆	完全に挿入されていないと、回転中に外れ
る恐れがあります。

◆	マンドレルの締め付けが不十分であった
り、砥石の張り出しが大きすぎると、取り付
けられた砥石が緩み、回転中に外れる恐れ
があります。

●	先端工具を交換したり、調整したりした
ときは、コレットナット、調整装置などが
確実に締められていることを確認してく
ださい。

◆	緩んでいると、予想外の動きをして、電動
工具をコントロールできなくなる恐れがあ
ります。

●	鋸刃は取り付けないでください。
◆	このような刃は、キックバックや制御不能
を頻繁に引き起こします。

●	［事業者の方へ］砥石の交換・試運転は、
法・規則で定める特別教育を受けた人に
行わせてください。

関連法令
労働安全衛生法 第59条
労働安全衛生規則 第36条
労働安全特別教育規程 第1条、第2条

●	電動工具を万力などで固定して使用しな
いでください。

◆	砥石が破壊したとき、けがをする恐れがあ
ります。

●	クランプを使用して、材料を固定してく
ださい。�  
一方の手で加工する物を持ち、もう一方
の手で電動工具を持って作業しないでく
ださい。

◆	ダボロッド、パイプなど丸い材料は、加工
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中に回転しやすく、先端工具が食い込んだ
り跳ねたりする恐れがあります。加工する
物を固定すれば、両手で電動工具がコント
ロールできます。

●	作業中は、振り回されないよう電動工具
を確実に保持してください。�  
特に始動時は注意してください。

◆	確実に保持していないと振り回されたり
し、けがをする恐れがあります。�  
特に、始動時は最高回転数まで加速すると
き、モーターの反作用トルクによって、電動
工具が回転し、振り回されたりする恐れが
あります。

●	コーナーや鋭いエッジなどを加工すると
きは、特に注意してください。先端工具が
跳ねたり引っ掛かったりすることを防止
してください。

◆	コーナーや鋭いエッジなどを加工すると
き、または飛び跳ねは、先端工具を引っ掛
けて、制御不能またはキックバックを引き
起こす恐れがあります。

●	電動工具を材料に当てるときは、必ず切
りくずが排出される方向と同じ方向に送
り込んでください。

◆	電動工具を間違った方向に送ると、先端工
具の刃先が材料から外れ、電動工具が送り
方向に引っ張られる恐れがあります。

●	砥石を引っかけたり、過度に圧力をかけ
たりしないでください。�  
過度の深い切り込みは避けてください。

◆	砥石に過度の負荷をかけると、砥石が傾い
たり引っかかったりするため、キックバック
や砥石破損の恐れがあります。

●	作業中は、回転部に手や顔などを近づけ
ないでください。

◆	近づけると、けがをする恐れがあります。

●	研削粉は火花となって飛散するので、引火
しやすいもの、傷付きやすいものは安全
な場所に遠ざけてください。また、研削火
花を直接手足などに当てないようにして
ください。

◆	火花が飛散したとき、火災ややけどをする
恐れがあります。

●	水、研削液などは使用しないでください。
◆	乾式用のため、砥石の破壊や感電、事故に
つながる恐れがあります。

●	研削砥石を使用する際、研削火花を吸じ
んしないでください。

◆	吸じんホースやクリーナーが引火し、火災に
つながる恐れがあります。

●	「メインスイッチ」を“入”にしたまま、電動
工具を持ち運ばないでください。

◆	回転している先端工具が思いがけず身体
に当たると、衣服に引っ掛かり、身体が引き
込まれる恐れがあります。

●	回転させたまま、台や床などに放置しな
いでください。

◆	作動させたまま放置すると、事故につなが
る恐れがあります。

⚠注意
●	新しい砥石を取り付けてはじめてスイッ
チを入れるときは、砥石の露出部から一
時身体を避けてください。

◆	砥石が破壊したとき、けがをする恐れがあ
ります。

●	試運転を励行してください。�  
試運転時間�  
砥石交換のとき…3分間以上�  
作業開始のとき…1分間以上

◆	試運転せずに作業を開始すると、思わぬけ
がの原因になります。

●	砥石類は、電動工具の回転数に合った市
販品を使用してください。

●	ねじ付き研磨コーンおよびプラグには、
適切なサイズと長さで、損傷のない、肩部
フランジが緩んでいないマンドレルのみ
を使用してください。

◆	適切なマンドレルを使用しないと、破損の
恐れがあります。

●	無理に押しつけて、回転数が大幅に低下
するようなことはしないでください。

◆	作業効率が低下するだけでなく、砥石軸
が変形したりしてけがをする恐れがありま
す。

●	回転する砥石の真横や後ろに手を置かな
いでください。

◆	砥石が手から離れる方向に動いている場
合、キックバックにより回転中の砥石と電
動工具が自分に向かって飛んでくる恐れ
があります。

●	通風口はふさがないでください。
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◆	内部が異常に高温となり、事故につながる
恐れがあります。

●	先端工具が完全に停止するまでは、電動
工具を置かないでください。

◆	先端工具が回転していると、表面に引っ掛
かり、電動工具が引っ張られることがあり
ます。

●	先端工具は冷めるまで触れないでくださ
い。

◆	作業中は先端工具が非常に高温になるこ
とがあります。

本製品について
各部の名称
各部の名称の番号は、冒頭のイラスト内の番
号を示しています。
(1)コレット
(2)コレットナット
(3)スピンドル
(4)スピンドルカバー（グリップ面は絶縁）
(5)メインスイッチ
(6)バッテリー取り外しボタン
(7)バッテリー*1

(8)無段変速ダイヤル
(9)ハンドル（グリップ面は絶縁）
(10)スピンドル用スパナ*1*2

(11)コレットナット用スパナ*1*2

(12)シャンク内寸
(13)スピンドルロックボタン
*1	別売品
*2	市販品

仕様
本体
モデル名 GGS18V-28LS
型番 GGS18V-28LS
定格電圧 D.C.18V
定格回転数*3 28,000min-1

（回転/分）
回転数 8,000～28,000

min-1（回転/分）
最大取り付け可能コ
レット径 φ8ｍｍ

スパナサイズ
  スピンドル
  コレットナット

15ｍｍ
17ｍｍ

スピンドルカラー径 43ｍｍ
最大使用可能砥石径 φ50ｍｍ
速度の事前選択 ●
コンスタントスピード ●
キックバック防止機能 ●
再始動安全機構 ●
ソフトスタート ●
ランアウトブレーキ ●
ドロップシャットダウ
ン機構 ●

質量*4 1.4kg
推奨充電周囲
温度範囲 0℃～＋35℃

使用可能周囲
温度範囲*5 －20℃～＋50℃

保管可能周囲
温度範囲 －20℃～＋50℃

原産国 中国
*3	バッテリーGBA18V 5.0Ahを使用して
20～25℃で測定

*4	バッテリー未装着時
*5	0℃以下の環境では、設計上の十分な能
力を発揮できないことがあります。

☞	値は使用する工具の用途や環境条件によ
り異なります。

使用可能ボッシュ充電器
品番 GAL 18. . .

GAL 36. . .
GAL 12V/18. . .
GAX 18. . .
EXAL18. . .

使用可能ボッシュプロ用リチウムイオンバッ
テリー
品番 GBA 18V. . .

ProCORE18V. . .
EXPERT18V. . .
EXBA18V. . .
CORE18V. . .
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使い方
バッテリーを準備する
☞	本製品には、バッテリー・充電器は付属さ
れておりません。別途お買い求めくださ
い。�  
使用可能なバッテリー・充電器の品番は、
『ボッシュ電動工具 プロ用製品カタログ』
を参照いただくか、弊社コールセンターフ
リーコールまでお問い合わせください。（フ
リーコールの番号は、本取扱説明書の裏表
紙に記載されています。）

バッテリーを点検する
●	バッテリーは弊社指定のものか？
●	バッテリーから液漏れが発生していない
か？

●	バッテリー端子が傷んでいたり、汚れてい
たりしていないか？

●	バッテリーは十分に充電されていて、消耗
していないか？

バッテリーを充電する
充電については、充電器に付属されている取
扱説明書をお読みになり、正しく充電してくだ
さい。

バッテリー残量表示
バッテリー(7)の残量状態を、バッテリー(7)の
バッテリー残量表示ランプで確認することが
できます。
バッテリー(7)のバッテリー残量表示ボタンを
押すと、バッテリー残量表示ランプが点灯しま
す。
☞	安全のため、本体が停止しているときの
み、残量状態を確認することができます。

☞	バッテリー残量表示ボタンを押しても、
バッテリー残量表示ランプが1つも点灯・
点滅しないときは、バッテリー(7)が損傷し
ています。�  
バッテリー(7)を交換してください。

☞	残量状態は、バッテリー(7)を本体から外し
ていても、確認できます。

GBA 18V...

バッテリー残量表示ランプ バッテリー残量
緑色3つ点灯 60～100％
緑色2つ点灯 30～60％

緑色1つ点灯 5～30％
緑色1つ点滅 0～5％

ProCORE 18V... / EXPERT18V... / 
EXBA18V...

バッテリー残量表示ランプ バッテリー残量
緑色5つ点灯 80～100％
緑色4つ点灯 60～80％
緑色3つ点灯 40～60％
緑色2つ点灯 20～40％
緑色1つ点灯 5～20％
緑色1つ点滅 0～5％

バッテリーの欠陥リスク検出�  
（EXPERT18V... / EXBA18V...）
バッテリー(7)のバッテリー残量表示ランプは、
バッテリーの残量だけでなく、バッテリーの欠
陥リスクを確認することができます。欠陥リ
スク評価は、バッテリー(7)の状態が良好か、
欠陥リスクが高まっているかの2段階で行わ
れ、簡易的な状態評価を提供します。
この機能を有効にするときは、バッテリー(7)
のバッテリー残量表示ボタンを3秒押し続け
ます。
バッテリー分析中は、バッテリー残量表示ラン
プが連続して点灯します。
結果は、バッテリー残量表示ランプの点灯で
示されます。

ランプが1つ点灯

バッテリー(7)の欠陥リスクが高い状態です。
出力と稼働時間がすでに低下している可能
性があります。バッテリー(7)の交換をお勧め
します。

ランプが5つ点灯

バッテリー(7)は良好で、欠陥のリスクは低い
状態です。

☞	欠陥リスクの検出中は、バッテリーの残量
は表示されません。

バッテリーを取り付ける・取り外す
⚠警告
◆	不意の作動によるけがの発生を防ぐた
め、メインスイッチ(5)が“切”になってい
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ることを確認してください。
◆	この取扱説明書に記載されているバッテ
リー(7)以外は、取り付けないでくださ
い。� 	
指定外のバッテリー(7)を取り付けると、
本体が誤作動したり、損傷したりする恐
れがあります。

⚠注意
◆	バッテリー(7)を取り付けたり取り外した
りするときは、必要以上の力を加えない
でください。

取り付け
1.	バッテリー(7)を、本体のバッテリー差し込
み口に“カチッ”“カチッ”と2回音がするま
で押し込みます。

☞	本機は、バッテリー取り外しボタン(6)が押
されただけではバッテリー(7)が外れない
よう、バッテリー(7)の取り付けが二重ロッ
クになっています。2回音がするまで押し
込んでください。

2.	確実に固定されているか確認します。

取り外し
バッテリー取り外しボタン(6)を押しながら、
バッテリー(7)を本体から引き抜きます。
☞	バッテリー(7)は、無理に引き抜かないでく
ださい。

作業前の準備をする

⚠警告
◆	不意の作動によるけがの発生を防ぐた
め、作業前の準備をするときは、必ず本体
からバッテリー(7)を取り外してくださ
い。

先端工具を選ぶ
作業に適した先端工具を選んでください。

⚠警告
◆	先端工具は本体の最高回転数以上の回転
数に対応したものを選んでください。

◆	コレット(1)やスピンドル(3)のサイズに
合った先端工具を選んでください。

◆	使用する砥石に適したサイズと形の、損
傷がないマンドレルを選んでください。

先端工具を取り付ける・取り外す
⚠警告
◆	本体の最高回転数以上の回転数に対応し
た先端工具を使用してください。

◆	コレット(1)やスピンドル(3)のサイズに
合った先端工具を使用してください。

◆	使用する砥石に適したサイズと形の、損
傷がないマンドレルを使用してくださ
い。

◆	損傷したり、汚れていたりする先端工具
は、使用しないでください。

◆	先端工具は、確実に取り付けてください。
◆	先端工具を取り付けたら、先端工具の回
転面から自分自身と周囲の人を離し、本
体を無負荷最高速度で3分間運転してく
ださい。

⚠注意
◆	先端工具を取り付けたり取り外したりす
るときは、手など身体を傷つけないよう
に十分注意してください。

◆	作業直後の先端工具は高温になります。� 	
冷めてから取り外してください。

◆	スピンドル(3)と先端工具は常にきれい
にしておいてください。

◆	サイズの合った、損傷のないスパナを使用
してください。

スパナとスピンドルロックボタンを使用し
て取り付ける・取り外す
（イラストA参照）

⚠注意
◆	スピンドル(3)が回転しているときに、ス
ピンドルロックボタン(13)を押さないで
ください。スピンドル(3)が回転している
ときに押すと、本体が損傷します。

取り付け
1.	スピンドル(3)の周囲や取り付ける先端工
具を清掃します。

2.	スピンドルロックボタン(13)を押しながら、
手でコレットナット(2)を回し、スピンドル
(3)を固定します。

☞	スピンドル(3)には、スピンドルロックボタ
ン(13)がかみ合う位置があります。スピン
ドルロックボタン(13)を押しながらコレッ
トナット(2)を回し、スピンドル(3)が確実に
固定される位置を探してください。スピン
ドル(3)が固定される位置では、スピンドル
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ロックボタン(13)が一段深く押し込まれま
す。

☞	スピンドル(3)が確実に固定されていない
と、コレットナット(2)を緩めることができま
せん。

3.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、コレットナット用スパナ(11)でコ
レットナット(2)を反時計方向に回して緩め
ます。

4.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、先端工具の軸をコレット(1)の奥ま
で差し込みます。

⚠注意
◆	先端工具は、真っすぐ奥まで挿入してくだ
さい。

◆	先端工具は、10mm以上差し込んでくだ
さい。

◆	先端工具は、コレット(1)に完全に差し込
んでください。

◆	先端工具とコレット(1)の隙間は、最小限
にしてください。

5.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、コレットナット用スパナ(11)でコ
レットナット(2)を時計方向に回して締めま
す。

6.	コレットナット用スパナ(11)を外します。
7.	スピンドルロックボタン(13)を離します。
8.	先端工具を引いて、確実に取り付けられて
いるか確認します。�  
抜けたり、緩んだりしていなければ取り付
け完了です。

9.	先端工具の回転面から自分自身と周囲の
人を離し、本体を無負荷最高速度で3分間
運転させます。�  
先端工具が損傷していると、通常このとき
に破損します。

取り外し
1.	スピンドルロックボタン(13)を押しながら、
手でコレットナット(2)を回し、スピンドル
(3)を固定します。

☞	スピンドル(3)には、ピンドルロックボタン
(13)がかみ合う位置があります。スピンド
ルロックボタン(13)を押しながらコレット
ナット(2)を回し、スピンドル(3)が確実に固
定される位置を探してください。スピンド
ル(3)が固定される位置では、スピンドル
ロックボタン(13)が一段深く押し込まれま
す。

☞	スピンドル(3)が確実に固定されていない
と、コレットナット(2)を緩めることができま
せん。

2.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、コレットナット用スパナ(11)でコ
レットナット(2)を反時計方向に回して緩め
ます。

3.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、先端工具をコレット(1)から引き抜
きます。

4.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、コレットナット(2)を手で回して仮
締めします。

⚠注意
◆	先端工具が取り付けられていないとき
は、コレットナット(2)を強く締めないで
ください。強く締めると、コレット(1)が破
損します。

5.	コレットナット用スパナ(11)を外します。
6.	スピンドルロックボタン(13)を離します。

2本のスパナを使用して取り付ける・取り外
す
（イラストB参照）

取り付け
1.	スピンドル(3)の周囲や取り付ける先端工
具を清掃します。

2.	スピンドル用スパナ(10)でスピンドル(3)
を保持します。

3.	コレットナット用スパナ(11)でコレットナッ
ト(2)を反時計方向に回して緩めます。

4.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、先端工具の軸をコレット(1)の奥ま
で差し込みます。

⚠注意
◆	先端工具は、真っすぐ奥まで挿入してくだ
さい。

◆	先端工具は、10mm以上差し込んでくだ
さい。

◆	先端工具は、コレット(1)に完全に差し込
んでください。

◆	先端工具とコレット(1)の隙間は、最小限
にしてください。

5.	スピンドルを固定させた状態を保持しな
がら、コレットナット用スパナ(11)でコレッ
トナット(2)を時計方向に回して締めます。

6.	スピンドル用スパナ(10)とコレットナット用
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スパナ(11)を外します。
7.	先端工具を引いて、確実に取り付けられて
いるか確認します。�  
抜けたり、緩んだりしていなければ取り付
け完了です。

8.	先端工具の回転面から自分自身と周囲の
人を離し、本体を無負荷最高速度で3分間
運転させます。�  
先端工具が損傷していると、通常このとき
に破損します。

取り外し
1.	スピンドル用スパナ(10)でスピンドル(3)
を保持します。

2.	コレットナット用スパナ(11)でコレットナッ
ト(2)を反時計方向に回して緩めます。

3.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、先端工具をコレット(1)から引き抜
きます。

4.	スピンドル(3)を固定させた状態を保持し
ながら、コレットナット用スパナ(11)でコ
レットナット(2)を回して仮締めします。

⚠注意
◆	先端工具が取り付けられていないとき
は、コレットナット(2)を強く締めないで
ください。強く締めると、コレット(1)が破
損します。

5.	スピンドル用スパナ(10)とコレットナット用
スパナ(11)を外します。

作業する

⚠警告
◆	不意の作動によるけがの発生を防ぐた
め、バッテリー(7)を取り付ける前に、メイ
ンスイッチ(5)が“切”になっていることを
確認してください。

◆	必ず試運転作業を行い、砥石にヒビ割れ
がないことを確認してください。（労働安
全衛生規則第118条）� 	
※試運転時間� 	
・砥石交換時 3分間以上� 	
・作業開始時 1分間以上

⚠注意
◆	材料は、万力やクランプなどを利用して、
しっかりと固定してください。

◆	作業中は、回転が停止するような強い力
で過負荷を与えないでください。

◆	作業する前には、必ず先端工具を点検し
てください。ヒビ割れ、欠け、曲がりがあ
る場合は、使用しないでください。

◆	本機は乾式でのみご使用ください。
◆	作業直後の先端工具は高温になります。
やけどなどを負う恐れがありますので冷
めるまで触れないでください。

☞	本機は、下記のような安全で使いやすい
特性を持っています。

電子セル保護システム（ECP機能）
本体が過負荷になった場合や、バッテリー(7)
が過放電または作業可能温度範囲外になっ
た場合、バッテリー保護のために本体が自動
的に停止します。
上記の状態が解消されると、再始動すること
ができます。
本体が自動で停止した状態でメインスイッチ
(5)を“入”にし続けると、故障の原因になりま
す。本体が突然停止したときは、作業を一時
中断してください。

キックバック防止機能
キックバック防止機能（キックバックコント
ロール）により、優れた保護機能が得られま
す。
作業中、内蔵された加速度センサーがキック
バックの可能性を探知した場合、瞬時にモー
ターを停止し、キックバックを回避します。
再始動させるには、メインスイッチ(5)を“切”
にし、再度“入”にしてください。

コンスタントスピード
常に一定回転速度を維持し作業効率を高め
ます。
負荷が加わっても高回転を維持します。ま
た、それ以上の負荷が加わると自動的にモー
ターをストップし、モーターの焼損を防ぎます。

再始動安全機構
作業中にバッテリーが切れてしまった場合な
ど、メインスイッチ(5)が“入”のままでバッテ
リーを交換しても、安全機構が作動し始動し
ません。
再始動させるには、メインスイッチ(5)を“切”
にし、再度“入”にしてください。
☞	メインスイッチ(5)を素早く“切”にしてか
ら“入”にすると、再始動安全機構が作動
し、メインスイッチ(5)を“入”にしても本体
が起動しない場合があります。�  
再度、メインスイッチ(5)を“切”にしてから
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“入”にしてください。

ソフトスタート
始動時の反動を低減します。

ランアウトブレーキ
本体の電源を切ったり、電源が遮断されたり
すると、本体は数秒で完全に停止します。
☞	ブレーキの効果が著しく低下した場合は、
ランアウトブレーキが故障しています。�  
お買い求めの販売店、またはボッシュ電動
工具サービスセンターに点検・修理を依頼
してください。

ドロップシャットダウン機構
内蔵された加速度センサーが本体の落下、衝
突を感知した場合、瞬時に電源を“切”にしま
す。
再始動させるには、メインスイッチ(5)を“切”
にし、再度“入”にしてください。

[1]	コレット(1)やコレットナット(2)、先端工
具に損傷がないか確認する

[2]	無段変速ダイヤル(8)で回転数を設定す
る

無段変速ダイヤル(8)を使って速度を事前に
設定することができます。
最適速度は、材質と先端工具によって決まり
ます。事前にテストを行って設定してくださ
い。
☞	作業中でも変更できます。

位置 回転/分
1 8,000
2 12,000
3 16,000
4 20,000
5 23,000
6 28,000

[3]	本体にバッテリー(7)を取り付ける
16ページ「バッテリーを取り付ける・取り外
す」参照

[4]	メインスイッチ(5)を“入”にする
1.	メインスイッチ(5)を本体の先端方向にス
ライドさせます。�  
→先端工具が回転します。

2.	メインスイッチ(5)の先端を本体に押し込
みます。�  
→スイッチが“入”に固定され、連続運転し

ます。
☞	メインスイッチ(5)は、先端工具が材料に
当たらない位置で“入”にしてください。

[5]	作業する
材料に先端工具を当てて作業します。
最適な作業結果を得るために、軽い圧力で本
体を前後に均等に動かします。
☞	作業は、回転が完全に上昇してから開始し
てください。

☞	先端工具を材料に、無理に押し付けないで
ください。過度に荷重をかけると研削能力
が低下するうえに、仕上げもきたなくなり
ます。また、モーターの故障の原因にもなり
ますので注意してください。

☞	本体に大きな負荷がかかった場合は、先端
工具を冷ますために数分間無負荷運転し
てください。

⚠注意
◆	作業中、本体が非常に高温になる場合が
あります。冷めるまでは触れないでくだ
さい。

[6]	メインスイッチ(5)を“切”にする
メインスイッチ(5)の後方を押します。
→スイッチが“切”の位置に自動的に戻り、停
止します。

バッテリーを長持ちさせる
ために
◆	長時間（6か月以上）使用しない場合は、満
充電にしてから保管してください。

◆	満充電にしたバッテリーを、再度充電しな
いでください。

◆	工具の力が弱くなってきたと感じた場合は
使用を中止し、充電してください。

リサイクルのために
使用済みバッテリーのリサイクル
にご協力ください
ボッシュは一般社団法人JBRCに加盟し、使
用済みコードレス電動工具用バッテリーのリサ
イクルを推進しております。
恐れ入りますが使用済みのバッテリーは、ボッ
シュ電動工具取扱店、ボッシュ電動工具サー
ビスセンター、またはJBRCリサイクル協力
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店へお持ちくださいますようお願いいたしま
す。

http://www.jbrc.com/

本製品は、リチウムイオンバッテリーを使用し
ています。リチウムイオンバッテリーは、リサ
イクル可能な貴重な資源です。使用済みバッ
テリーのリサイクル活動にご協力くださいま
すよう、お願いいたします。
ご使用済みのリチウムイオンバッテリーは、
本体から取り外し、ショート防止のためバッテ
リー端子部に絶縁テープを貼ってお出しくだ
さい。

お手入れと保管
⚠警告
◆	不意の作動によるけがの発生を防ぐた
め、バッテリー(7)を本体から取り外して、
お手入れしてください。

クリーニング

通風口などに付いたゴミやホコリ
を吹き飛ばす
☞	本体に切り粉やホコリがたまると故障の原
因になります。

バッテリー取り外しボタン(6)やバッ
テリー装着部分に付いたゴミ、ホコ
リを吹き飛ばす
乾いた、柔らかい布で本体の汚れを
ふき取る
☞	変色の原因になるベンジンなど、溶剤を使
わないでください。

モーターを無負荷運転させる

保管

使った後は、バッテリー(7)を取り外
し、きちんと保管する
●	子供の手が届くところ、または錠が掛から
ないところに置かない。

●	風雨にさらされたり、湿度の高いところに
置かない。

●	直射日光が当たったり、車中など高温にな
るところに置かない。特に、50℃以上にな
るところに置かない。

●	バッテリーは、－20℃～＋50℃の範囲で
保管する。

●	ガソリンなど、引火性が高いものの近くに
置かない。

●	ショートを防ぐため、バッテリー端子に絶縁
テープを貼る。

廃棄について
バッテリー以外の本体および付属品の廃棄に
ついては、各地域自治体にその方法を確認
し、正しく廃棄してください。

困ったときは
故障かな？と思ったら
①	『取扱説明書』を読み直し、使い方に誤りが
ないか確かめてください。

②	充電については、『充電器の取扱説明書』
を読み直してください。

③	次の代表的な症状が当てはまるかどうか
確かめてください。

メインスイッチ(5)を“入”にしても作動しな
い

原因 対処
バッテリー(7)が取り
付けられていない

バッテリー(7)を取り
付ける

バッテリー(7)が消耗
している
（電子セル保護シス
テムが作動した）

バッテリー(7)を充電
するか交換する

バッテリー(7)の温度
が最適温度範囲外に
なっている

バッテリー(7)が最適
温度範囲内になるま
で待つか交換する

本体の温度が最適温
度範囲外になってい
る

作業可能温度範囲内
になるまで待つ
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原因 対処
本体が故障している ボッシュ電動工具サー

ビスセンターに修理
を依頼する

メインスイッチ(5)を“切”にしても、作動し
たまま止まらない

原因 対処
内部パーツの不良 バッテリー(7)を取り

外し、ボッシュ電動工
具サービスセンターに
修理を依頼する

充電しても、フル充電しない。または、フル充
電しても、使用時間が短い

原因 対処
バッテリー(7)が購入
直後か、長時間使用し
ていない

バッテリー(7)を充電
する

バッテリー(7)の寿命
が尽きた

バッテリー(7)を交換
する

修理を依頼するときは
◆	『故障かな？と思ったら』を読んでもご不明
な点があるときは、お買い求めの販売店ま
たは弊社コールセンターフリーコールまで
お尋ねください。

◆	修理を依頼されるときは、お買い求めの販
売店またはボッシュ電動工具サービスセン
ターにご相談ください。

◆	この製品は厳重な品質管理体制の下に製
造されています。万一、本取扱説明書に書
かれたとおり正しくお使いいただいたに
もかかわらず、不具合（消耗部品を除きま
す）が発生した場合は、お買い求めの販売
店または、ボッシュ電動工具サービスセン
ターまでご連絡ください。�  
弊社で現品を点検・調査のうえ、対処させ
ていただきます。お客様のご使用状況に
よって、修理費用を申し受ける場合があり
ます。あらかじめご了承ください。

コールセンターフリーコール�  
0120-345-762
土・日・祝日を除く、午前9：00～午後5：30

ボッシュ株式会社ホームページ�  
http://www.bosch.co.jp

ボッシュ電動工具サービスセンター
〒355-0813
埼玉県比企郡滑川町月輪1464番地4
TEL 0493-56-5030
FAX 0493-56-5032

ボッシュ電動工具サービスセンター西日本
〒811-0104
福岡県糟屋郡新宮町的野741-1
TEL 092-963-3486
FAX 092-963-3407

保証サービスについて
プロ用電動工具・メジャーリング
ツール保証サービス『PRO360』の
ご案内
2022年10月より、弊社ホームページから
ユーザー登録をしていただいたお客様を対象
に、購入日より2年間の保証サービスを実施
させていただきます。
保証サービスの詳細および登録に関しては、
弊社ホームページまたは下記URLでご確認
ください。
https://www.bosch-professional.jp/jp/
ja/service/
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Legal Information and Licenses
Hier werden die Lizenztexte abgedruckt, die für dieses Produkt gelten.
Lade bitte in MAGIC eine .txt-Datei oder .doc-Datei hoch, mit dem
gesamten Text, der abgedruckt werden muss.
Bitte informiere dich über die Vorgaben für den Text hier:
OSS Compliance Bundle
Bei Fragen, kontaktiere den Open Source Officer Ana Claudia Dias (PT/
ESW) anaclaudia.dias@pt.bosch.com

The license texts, which are valid for this product will be printed here.
In MAGIC, please upload a .txt-file with the whole text that has to be
printed in the manual
Please inform yourself about the requirementes for the text here:
OSS Compliance Bundle
Please contact the Open Source Officer Ana Claudia Dias (PT/ESW)
anaclaudia.dias@pt.bosch.com for questions.

1 609 92A F7S | (09.12.2025) Bosch Power Tools
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●	本取扱説明書に記載されている、日本仕様の能力・型番などは、外国語の印刷物とは異なる場合があります。
●	本製品は改良のため、予告なく仕様等を変更する場合があります。
●	製品のカタログ請求、その他ご不明な点がありましたら、お買い求めになった販売店または弊社までお問い合わせく
ださい。

1 609 92A G5X

1 609 92A G5X (2026.03)

  電動工具事業部
ホームページ:http://www.bosch.co.jp
〒224-0003
神奈川県横浜市都筑区中川中央1丁目9-32

コールセンターフリーコール
0120-345-762
(土・日・祝日を除く、午前9:00～午後5:30)


